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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
米
兵
受
刑
者
の
処
遇
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
米
軍
」
と
い
う
。
）
の
構
成
員
及
び
軍
属
で
、
我
が
国
の
刑
事
裁

判
に
お
い
て
懲
役
、
禁
錮
又
は
拘
留
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
に
拘
置
さ
れ
る
者
（
以
下
「
米
軍
関

係
受
刑
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
男
子
は
横
須
賀
刑
務
所
に
、
女
子
は
栃
木
刑
務
所
に
収
容
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
栃
木
刑
務
所
に
は
、
平
成
十
八
年
六
月
九
日
現
在
、
米
軍
関
係
受
刑
者
は
収
容
さ
れ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

横
須
賀
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
就
寝
時
刻
は
、
米
軍
関
係
受
刑
者
及
び
日
本
人
受
刑
者
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
原
則
と

し
て
午
後
九
時
と
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
受
刑
者
に
つ
い
て
、
学
習
や
ラ
ジ
オ
の
聴
取
等
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
午

後
十
時
ま
で
延
長
す
る
取
扱
い
と
し
て
い
る
。

三
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

横
須
賀
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
米
軍
関
係
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
や
休
日
を
含
め
て
毎
日
、
シ
ャ
ワ
ー
を
使
用
さ

せ
て
お
り
、
日
本
人
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
夏
季
は
週
に
三
回
、
夏
季
以
外
は
週
に
二
回
、
入
浴
さ
せ
る
ほ
か
、
入
浴
さ
せ

一



な
い
平
日
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
使
用
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

横
須
賀
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
米
軍
関
係
受
刑
者
及
び
日
本
人
受
刑
者
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
十
二
月
こ
ろ

か
ら
翌
年
四
月
こ
ろ
ま
で
の
期
間
、
居
室
棟
の
気
温
が
摂
氏
十
二
度
以
下
に
な
っ
た
場
合
に
、
廊
下
に
お
い
て
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
横
須
賀
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
暖
房
設
備
の
あ
る
居
室
に
収
容
さ
れ
て
い
る
米
軍
関
係
受
刑
者
に
つ
い
て
、
右
に

述
べ
た
の
と
同
様
の
期
間
、
同
様
の
場
合
に
、
朝
三
十
分
間
、
夕
方
三
十
五
分
間
、
居
室
の
暖
房
設
備
も
使
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

横
須
賀
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
食
事
の
献
立
に
は
、
米
軍
関
係
受
刑
者
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
肉
類
や
デ
ザ
ー
ト
類
が
含
ま

れ
る
回
数
が
日
本
人
受
刑
者
よ
り
多
く
、
ま
た
、
茶
に
代
え
て
コ
ー
ヒ
ー
及
び
牛
乳
が
献
立
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
米
軍
関
係
受
刑
者
に
対
す
る
「
補
充
食
料
」
は
、
米
軍
か
ら
横
須
賀
刑
務
所
に
対
し
、
定
期
的
に
、
現
物
に
よ

る
提
供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
総
量
は
、
約
十
三
ト
ン
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
米
軍
関
係
受
刑
者
に
対
す
る
各
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
日
米

合
同
委
員
会
合
意
に
お
い
て
、
我
が
国
の
当
局
は
、
米
軍
の
構
成
員
、
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家
族
の
身
柄
を
拘
束
し
た
場
合

二



に
は
、
日
米
両
国
間
の
習
慣
等
の
相
違
に
適
当
な
考
慮
を
払
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
基
づ
い
て
、
同
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か

ら
平
成
十
八
年
六
月
九
日
ま
で
の
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
送
出
移
送
の
要
請
が
あ
っ
た
米
軍
関
係
受
刑
者
の
人
数
は
二

人
で
あ
る
と
こ
ろ
、
我
が
国
が
移
送
に
同
意
し
た
米
軍
関
係
受
刑
者
は
な
い
。

外
国
か
ら
送
出
移
送
の
要
請
が
あ
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
国
際
受
刑
者
移
送
法
に
基
づ
き
、
個
々
具
体
的
な
事
案
ご
と

に
適
切
に
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


